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日 :"&J，＇，化食作供給面』 iいら，内外f ';j'?j 
j 分配；1;J）支の変革
コ 農業~t底力の }J,' '. 
Jl に躍進ltJにみん Jl0:, I X_f;:J,J' , 発咲と尚古Mt
口組への ~l;鐸
1. lfi ,111化食料ィ、iどに対して T』5m:t＇りがとりうるす＇.＇
1-OJ 政策
2. 1957°：までのI企業仰＼0）対比、
,l. 大小平lj 建設，智m• ；型動がもたら I, t: li:十I雨宮J総
?<'i J) ！主化









i安建設の総路線Ii，ゐ LI'iトj(= t jけら社会主義建

























































史的立義をt，－，かは， lj I i：~i 乙駁で，；f{iilin；定，；t －，て
いない。われわれは，今日の文化大革命の評価は，
け J ざ上く 0）ど三ろ，大市進政策の評価iこ仁 p て






















































1962年＼IJ j ｝）十中全大むご ；）くのように芯ぶしたこ
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l;!f'，；：九日｜ 技Jk条件～ I( 1戸当fこv川県ff)
分 ｛七十； " I f ー
！翠蔚：i支？，＇；
区
平均 I2s. 7 I 15目お 10幽67 I o目54 I O. l （ ） 
貧・廃農 I22.1( I I 12.46（ーio.47( JI o.4tH I 0.01( I 
中農 ＇＇.！，－，，~， ! I 19.01(+:I 0.'JI叫 Io.74・, Io i:i(1l 
富 農 I4:1 l'.!1 I 25.09(: I I l;:,¥lj I 0.87 ,) IO 22(1) 
地主 I:!8 .1 (I/ I 12. 16( 1 0. 2T ) I 0目 2:3;! I 0.04: J 




示す。 l: c ＇~の符合で， 'i＇ぬと地主が7引いして』、
ることは興味深い現象であるo
（出所〉 (1) 滋大林，『換業合作化大発展的根拠』，
1956午， :,i:; ＇.ージ。 19お打]K~占市 1万324，，苛の調
査。










































トるかは， '"'" 1!0に断定できない。 I，かし，＇.＂ (I／＼：ふ
れ済充！長内初j切には， f走者のはうがより強い規定性を
もっという考えをもってL、る。
（、12）た L えlr, (1) M. Dol1l入SovietEconomic 
V.：凶 .Zopment日I/CC J.'J7，とく仁if¥9 ，；，：。（2）菊池，＇＇
れ ri上会主義れ’：と日級飼争J,r 1・ 'N.J:, rれ和 4:!:1,1 
）！。
(it 3) モ沢東「関r合作化的問題」，『農業社会主
,i'c L:( ,[j文集』，ヨ5:-1 T, 21ベージ。






































































(4) 本刊資料室論文，『統計工作』， 1957年， No.
19。
（日） (J）その他より算出。



















































t;:;Jn;,e, CdL, 分配制r(tを安定化させたことでふる。 l!J:i:1
年か「，57 ;f 5:℃（I) liJ 1d1 fヒ訟は安？としていと己（ ,j ; 'c 
し/J，し、出！］Jiとして安，iごしたのは l()jli午以i灸であ
さ司乙
f!;f変；＇（ t~＇ ('  l ご；tR’fi，店fヒ食料の！問題は iでに切り政
けんれなし、限界に突き'1-iた.'・cいること企；i汁点るといえ工うっ r卜巴杭；，'fをとっていた I%:l｛ド刀ミ；＇，
：生産力（／）t白九 lJ:住r'七し＇ir,1I：をはかる












「包干(ljljr+,[.! ( ; .が導入されたが，分配信I］ほとし
ては19日付～[i';"if'二と基本（Jには変わ J ノーとl、れし、。
年初］めど二!c；えるべきである。











将来にわた－，て斗111 れてL、リ／三。その修正こそ，t, ;) ；いないように忠、，／｝れる。




















































ユ 「，b:f; I 1¥ 5力年計plijぴ），；見！”にあた－，た李i万三容は生成，it,f):,'qL ' -¥_. -~ 'l、二〉｝＜「品川くIヒJ；三
このi邑波Wlがi工I(I）’K際'tf-i兄：こ照らして考え,lt;J,' ：＇己主人 1を4千i'.<riJ: ~ ;,i;.少さそる（ロ）（てt
！日1隻！り！の 1年を山花i壬j~＇；＇パ 10 ）を完成するのには，
L 














日々 イf,il1Tijが必要ヴあるJ'/i 1) ,I二i主，ごている什この1,J WJ!I¥Jrt1，十}HJ』':" (•7) if Vi J,H',lどちえ、111一 1~1i 1りJ:t、
ι沢ヰU；立I句が強くはL、マ pてし、るものとだ,ti,¥;t,二子jtどいJl)j'‘；二f「i'rrUl~~ :1分ゾ） 1 rじJlL、










江； l J、日力iJi'h1司I(,iHUl:;1 i'WL，、l'iJ!, :,1, '(J之！：守iた；二上，J
，；［川~~；；） ＼川 Ij、1児
；、＇コ i）：日 !,' f「わ］！ιf「［／｜:Cl iヒJ：；＇~寺そi是··l::·1·,ur, にIVJ{:HJ 川
,J 1,1,i （と＇；：~J ,.r,·:cc1 ,'~ '1 
叶J ;) ;'1：：，サ；i,:・ ：，；心IHIL:・
.. 1 1,q（：日目l'1 ·/ail~ J C vt ' 
凶 l;1: J !J 1:,;j1l1j・，＇；プ1！；＇；立在：.：，；，tu,改まrrτヰ＝ァ吋 J J 弘凡
.Ii','( /Ju，＇；： 人
、／こ；Jl：土μJ在主ずであろうか。1－る ＇） t りでいるが、、‘z
，／、
ー
;L,,J1 これ：t"l: J t：く可能である土，i止〔cl）経験i上，








、1こしI）情ιi／）た小 Fと／に；1二l1-1，ご，＿＼ ).'i.; t. 
終日、与 1ラ l(l21l°！＇，か， 19:l7ノ平までの1c,r1g1に農業ι、＇ －－レマ二｝，J、J戸付くJ' 
そのfH1二社化の主要なし、や，(I/HI；合’・：o，えした。もJ引｝JI干、と ~i:/主力♂〉！照応！＼f;Jf系そ，有； J i こ，












ソi阜の 192111二から：l7年までの17年間と， q1i二；J:,if,,h てL、，－h L、。
11~ の 191！リ年から（i7o！てまでの 18年間がぴったりとー:x~ ＇.：＇.；欠日イ j年【；ト雨期山九三支長引主化i'i/~ '.: .',i：士、
ドiあとで述べるように，も〆 pとも‘j女しーとし、た。何日＆fr/1ttl'〕段階~＇！こか広範i二行／仁L、ら石と L, 
このi討に1Jp;Jでも農業技術改造玄さでh；占立： c，土自殺t(,/1二位：化・＇＝ ・1'1往すると i;た機械が当1人（I;i l,
その部分は落としてあきるとはいってレなし 。て， 1%7;t t ・: I三それに l、♂；こ Cいお ,1，＇，（である）
q l共中央がーるり mi次 5ヶ年計i向i作成段防て、こjl Jl;:(ili ぷ民主桃川イヒ，；~；nxJ)r)・ ／：》と ）＇：； えてし、九。









L ご＋y_ 半 r、 j ' 
こらんいイしくJC. 






















¥ Ii l具体系） ｜ 




おい欠第5 ' );：＼＇！桝；こ i；ゑ1
i欠日む子 、！その強化 J己主nuuじの：：cI 
計画期間？） ｜成 ｜ 
体系に照応すると考えている。 さらに大現機械に
よる大規模開墾という袴えも変えていない。 修正
した点l主2点ある。 第 IlU土， ti会主義改造を先
｛「させないと農業機械化；t不i可能？あるという点





7;えじれてし、た双事会双鋒翠は 1同 3年rJ、I'm1台 100
JC, ：）：：年秋以後70～80元であ／ノたとし、う。双輪双





ていよ守主lir/J,l）予定を 2年繰り IJf亡句 1 9,;o -:1三まで
r－うじ！IK土L, さらにその間は社会主義改造を主要
任務とすらように呼びかけている《 第三 (I){I事正点
(J, 1 '.H:i7 Ij：までに農業機械化が広能i二実！泡主れる



























年次；！J: 斑 l供給 li市貨
19砧！｛｝日・ I o. 5 i 
195:.i I I 4,, i 
1%( ! 5.'! :o日日～川まで1
1955 ' 57 "' ! 411'" I 
19九十i! 179. ¥ 川 1 UliUi''•' 1'1571, '" J 
19λ7 I 68.リ＇ I (I. 5'' ; YO什
1958 I • 62.5〔け｜
01＼／叶〕 ( [I 習法制文， j＇経済研究』， l9泌年， No.2. 
(21 本1・lj編持部論文，『言｜・岡経済』， l956 1f, l¥’O 
（：；） 『我閤鋼鉄，電力，煤炭，機械，紡織，造紙1:
業的？庁』， 123ペー
(4) 季娯威論文，「計幽経済j, 1957作， No.10, 
7／、.：＿ . /o 
(5) 『体大的十年J。





























































































































































人 J•：土：〉｜句会T a ヰZ~ u -:0ι 
たど JラえらjLる。
(i 忌） 政rゾ）f< j,: iりA・i'c :,・ i.t iりらi'.; 7 I］～l'l:>:!;i 6 
I j :, [()() ' ！とら〆＼ 195：！討 7 I］～J 9:,3 ;I fi J J I l I 84～刀、
i" Ulll :,ui ;"'・ 世に ト ( i' ilr 1' J J i lJI, lリら5'1, No.:!, 
J:l＇）、ーン）。
( i (i) 1%4；！し.'18 ,¥i'，｛七：，；がちL、こと lJ J Cf. j,i'、.（
! 二J. うlこ， 'C(i,、！ ？ マ J，る。 1%7;1今け， l'.~: fr ぐあ.， t・ 
・: I 1., 「1氾己主'Cj,J IJ: fl主iLうれ， f.;'! ~j· ff :u li1: {~ [: [,[ 
J ,7，：円JI(I配分＇； 40'}:1.t C J"c I千f力、 ti＼、IIf之｝二 iゥ、～ 7
;~ Jつにな万円どが f.V，る。
しl7) 「：三 i;1 i'J. J ,.t九tit，ノ： （／ メ：・ 2壬｛斉 lj't（－＇！ーが， i 
I< J ＼、か ！， 1, A, t, rt",:l(H.・ 一定示J'frも；－；， w、ti¥4ど》
: ,Iζ 広務；: J ,... ・, ' I J: 1: ，っそ安心っ（『 J；立と十世.I,
19:i品＂I:; J J :,1 ）「：〉ヒfl治j! '1 1¥: Lこ，t, I 叫 ('I し＇•.＼／0 (, 
jケ！{J[ . 'c(与、 J ,:!(-};I年I.：守、 ・_.;.;/,ii見刀とjl；こ’J'J.＇、十b
,. i, ・, ！・ 方、十日Jj(,J,，る。
( ! 8) 『人i亡；！？長］， 1%7＇ド日 ) ' 7 1o 
c n 9 J { .）：ケ 3いずじ， r,1t Fミ「Hi:'it:, t’111:J11 t¥l x: 
j ~ if: ,: ，（；ι1：粁Jお也｛＇；［， 往来J, f". ULi：七五tl史；；＞.文
'U, 14：！ぺ一.，；参1{。
(, i 10) lにrt、！（立；によう，＇－， 11;, l:民改lむ・＇社主 i
Jに 1・ ：来化；， . ' :・ lりえ＇o。l1 l) 不iτ：1{ytQ：土h 『：xi1沙； 5'!',J1!iti,I；』， 167ベー
（バ12) たとヌ： I, 1954;1の｝！正｛？政v/il'.&'i!lJ本を〆ょう
｝：， ，々、ゴ， J ノチ日分，＇Jl Hト， i1 i¥; 40りら， i)rl f5jらo
•:;,, J主l(.(iO＇；合， 製品CJ》タイジ E ブタ一57%, ・：，；：々。ノド
！，：＇白it!1' 'i: Jj小成 tr.州、＇＼I'Y：イ1:rn長会取りJ民〆｝口、るが
:i' '/i: pj :i '!1 ,jノム；日；山軒こ仁志1'1についけi,i/,・!d,'i；からif/
リilリiI l i1h、λ’iI, 'n 
( i U) /IJ ~!!, 1]i Ji'，治文n





















".l: ・t m J; rま
{I「どに / 示 内
im /lifz m it 
,1 J＼空 ikfl] /j[1j,.;',t 
•］、翌） l J;.; 
大＇＼ 1,} ,i:J l吐いそ










,'Ji 氷河体系， ＇ '.2 ； 伝統：｛~H円 L'kJミマ！・新式点)Jt；日〉
121の：tうが1店UWしている。ど：，、うれl｛「せび）九七、
生i辛口和士，J、新式市、力：；＇~J ~i 士 1'r. J;f，~｛：二 mr.子E され‘
A 見］%6～:'i7.f-二h:.t,)¥'JGミrtを：l')rHしとL、る








- - ｝ア亡、 、j之
、＇－－－ ¥. i 

























V tsl t:1:1i:i 1・1立的i込iJ丸紅一昨，｝） 辿芯 !Jtt': /!:;t機
和証・民）1:J二：主J, 『アジアf；奇』，日目t114l'f 9 )l ; , 62～ 
い士、ー／つ












〈注17) 鼠林論文， r首;j・il!J経済』， 1958午， No・4,24 
ヘージ。
C;18) こ：，.：司泌を i: た論文 ！と， il！仁充た
1, J ，. 喪 Ji ‘1九 il:.fj:＂の凡＇!i'J~科 J, Iパバ〆i羽［HJ点、ふ 1({
私140年9fl，川和lぶJ王r，.ド凶農業の技術改小J, j＇アジ
,・ li:R',l, t町；拘141年9月＇，! 川あげらヌiぐ叩P
lノ li.19) lん i 日報』， I (l;-,8fド3：；山Ii。



















































er凶i) (r/:1;rn) （ベ；fr1:) i 
ここで， 県以下は築者がつけ加えたものである。




















身者や＇ f1.JtHHが多い上ろでふるが，三 j1 •• :t (3）の
変形と考えてさしっかえない。
第 3 のか＇（｝：；ば，；ii~fYJするまでもなく，農業生産
財工業，.上 T'(J，ら農業／び＞ff/原の plow1川 Liえを可
能にすろ ナ i') 」 J
一ー般重工業に：:t農業生産財用の中間口fが合まれる
が， こlIi ) 投重工業円六点、のわずか：crm分をし








があれ，If；：二，／ 1 こプれ十 1と［， 逆の場合：士一 lとし
た。県級以下の「集鎮Jと農村との問に謹がある
第9表 川I!/J/1 c'l 雇用， JJ'l1~ ＇t,ir ，の物的ト＇； A：りみた
｜売l',:i仁主主報の供品：；Ji:'/IJ!l .t たは需要杯：＇·＇~＇！ 斗梁
｜ 建』：！＇. ・J る T 業の援活
地域 l I 
I －般工業｜農業生産財工業
大・中部市｜ _;・ I の
県級以下山 iffr'rJ I 0 











では第 1次 5/7年汁画期の総｛共給ほ 620万トンの
うム‘ 420万トンが輸入品である。輸入の曾jen士宅










生産＼＇＼ rt 供給額 （%） 生産額
IY5:1 I 166.8 I 19.2 I 4.3 I 280.2 
1954 I 199.9 I 25.0 I 4.8 I 319.8 
1955 I 228.9 I 28.2 I 5.1 I 319.8 
1 CJ5時 I :120. 4 ! :l7. o I s. 2 I 38'.L 2 
1叫~，7 I 379_,1 i 32.6 I 4.1 I 40！ーら
I 汁九H I 770.:l 66.8 I S.l I 5右上対

















































陽，丙安， 貫主農の人口 100万以上の 8大都市に集



















































都市部 I 42.9 l専業手工業者
i;'tl't部 i 57.1 i 叶00万人
っち， 1/『＇＜：手工業 fr 20 :l 1奥村校長手工業
~k業手工業計｜ 39.り 1者 woo万人
（注） (1）については原資料に将千の問題がある。原






























































（〆出所） ,1: t芸文 lPr:f1国的仁さにム北京、 i叶G7年，
103へ〆 O
(2）「第4凹全国手工業生産合作社会議的報告J,
『新華月刊』， 1955年， No.9, 141べ一三＼
第12薮 19544'-全国個体手工業牟産業構造
~ 





















































（出所） 白台文， i'ifji';詐， 101～ i何ページ｝
第13亥 主要地［天における偲体手工業の産業構造（%）
(1954{f今〉
l又 分 全生産財 ｜農業生産財
全国平J'.J(l) 18.96 5.88 
上 海津(1) 23.95 0.2 76.15 
コノ、 (1) 24.42 1.26 75.58 
荷本
(1) 7.92 0.55 92.04 
1：二（1) 28.6 19.7 71.4 
i河査 官南辞 省m 21 6 79 
15.1 
it粛 rf'Z) 17.8 71.5 
il) 11.6 6.4 88.(i 
新安説徽省jl［＇（~i 18.29 8.18 81.21 16.5 9.75 83.5 
福建也、（21 6 84.9 
(1 18.9 2冒2 81.1 
江子lj1?) 21.51 67. 16 
1) J:l. 98 9 81.()l 
阿川省（2) 12 71 
(1) 16 6 84 
貴州、l省（2) 26.56 9.6 73.44 
＼、全国j円り，大都市、各省、の個体手一［主の産業 第 2の点は，さらに次のことも示している。独
構造を拾い出したものである。 立の専業手工業者の場合には，従業員表示と総生













大・中都市地方工業 3～4 %([) 



































































日：気盛んに広）~／f 民民；工， 水干lj建設し’＞V;¥!i:!1i'r.Jr:'G 
とりをひき臼こしたのτ、：こ‘ この1•::j 主りを七／，－，ji1J 
，｝） 発lylに向けた。 .1<,f:IJ建設のm照的立民；t' t＇~主
生母に七必然1'J.iニペ主Lハ変化を Zトき起二し tc_o た
とえば、 畑地を水liにかえるとラ｛1ご付けい物の係
fa'i:tで！｝）変化：：適合 5せ／（（），！lじ／（ i"., Jにし、L，ぬ
間雨前もli'jよしようし， 肥料；1¥;・ti t WI/JIナるであ
心「）' ＝「h；二， 牧市：？：；土それに｛平一｝て発Mさせな
ければな 1',／川、 L司 愉i去能力も増加させたけ7.Ltf









,],tilt空間 -/1~Ll+t'.':正良｝室長｝］ '. →っ工業：Ht'Jにお
建，i空；＇'i長b ¥ / lるtl"f’i二1i主
＼ ／川！；業ぴ）（！心li
I・ c_/約 肥1 芥悦l;1業メ＼＂ /;1業，tP
J』』一 4、l今.V勺，i'~ )Iタ1,¥1 I一干＇l:{rtH／＂び ）L一玉＊を，1，仁、と 4一




















た・； (1'-1な'K刊誌次J主主IJと民主戦約I. oi :5ご1futM:'2 




(!_jに仁業をι！こす二とを可引とし J七三 1C);,K年 l) J,
・1'2iJ1J:: t, ll'r 士 f;L~； J', i色）； 仁てとれ乍，；／；加が 5午
/.> , :・,I Oif ,，う ιベ：I;¥~t 1+-:1){'Miを；｝？／； Ltワという
く！！一万 L 全tiUI',I,'-_" -:. ciス iJ、’j :,-; -f/j} :t z". 
;it ：‘＇l_:_,Jfσ，］／1 I住／ ' ：，巴、·~どまど、＇！：流財1こ；！Vi





























桐 u担こしてし、な＇ i：間や！立の土長TIり、 L {ti人t川，；：，ラ 19ふ7則的万人， 19:'ix"F l J1I 2J.} 
TIO～I＇..＇月までの d[1 'IえYJiUJ員数は fi三OOJJ 人• ii 17、京市のJ/1.L f!,.J，、／＿，九iJT!，，、飼いF仁左を｛ぽ戸庁内建設、
1 lJ:171fn末， 定！？！省でμおりベ；，' ;tJ]lit, にJjよふ：。；，｝（平lj¥j,',FJ;｛こ;j,j"か;~ ／υ／二、あ九・＞る山ijE｝宝引が，
ti4JI, 11京などのちくの心l,z,1 1 '!{/ n,1, ¥ z,,r出、／制。 ｛y~万rr:1 りi：おく才して区間されることになる
山凶1号、で±t!I；ラ主主任で；士山～901¥1以J-.(i、・1'lJ,1 /[ , Fこいへ／ν た生i日＇Hl＇リソ） ＇変・:j宋育の回L、fi司L、l工、
;r-ぴ）；土日%伊i,1けがJrJnされたと報じんれているつif I Lj.1J .1の大部分の；；＇t:J-でfじと Jに（， ＇（るをえなL、c




ji_互助‘ l9SリJ年の深｝）十＇広告む笠f}Jts: ~ によってラ中国







;J:i;JL jラJ，市， l トー ？ー ，／、 一ーi」， ＿vJ 曳」、f仁jコfLてし、le，：＿.‘
ススp、二1ニヲごれが生日J-_(fl衛生i車問 ドズミ τ
に花展する日：いの ｛tlの




内乱と il本音初J1,Lf.¥2.1.: ~1 itl I二才JL、て；土，人jLる。
l%9{Fcn労働力；1Hf：の見ていっ足。 19同年末に，
J!lしを試算してし、るが，
山村、＜＇1i'U/E,j：き；！』，/Jごひどか＇； t:. (,': i:o;o lこぶり 7
じJ 》に，£，：、北万地方引に新しくでき，，；， ；）•ろ Y'i＇＊－＇也やゴムも 11／：十本が「p;t ）ない
次
'J~，：止の JOり；） ／）：不足すると十日怖されてし、るしf 川、。
、村、は， 1%0年彦、足付労働力の労｛助↑古I兄企，
のように述べてし、る（






労働力供給ヅJf効力＇r1¥F&ic水平邸主it.i'J /( :j-2_ '7；＇.の ic：主をJ乱さムシすい。かくて，


















































































































































































































































































































































































































































1）～：3, の Iースをfこど v fご売！Jcした各f：立の主張
よ七百王叶心安川匂 終i.,1r刊に， J；〔・村中＋ r：主、燃料一［
土、 伐同lーだその仙の建設に1］，うミわしめる ，f>であ




ために， )kH」民；／： L: （／）発J自己：誕生し‘それ士でrp





地方7仁、f、en，立視は， 中 Jト IJl模｛1＂、·~：，：の fj"i; tlと：mi廷
になりなが「）『 19らβ年後半／トら始＝上っている。そ
の t.t＝之｝理1lJrtヲ 連立資；i干の収益効果をJ1人j) ,_'( 
ろをえたくな〆，／二二 1:' 11山i 午 01 ）：~·.i*t1:i: 投資に工
るI五｛・＋Ht ：（~~料の不）ι さじ iこ，L二 tH:fiiJ;U古況Ci)
変化などでんる r 投資の収益効果をわら行動きは，




































資ilf，正事：i7内定｛じにtt:./.il只の例がある 0 ,i込産物(7）二；， 措；；そであるj と述べている。つまり，一般革工業へ
柴，草などん4，合作性化以後になると家畜糾料や の急速な法本建設投資によって発生した工業用生
政肥などに伝川主 ;IL始め，家庭燃料としての:{J＇炭 応対需要を， 重工主内部C供給できず，地方の中
立，；：安がJ（引JIしたu たとえば，；；t村、供給した石炭 ノト工場f，鉱山の建設によって解決しようとするも
の量は、 Jlj日立ぴIJ();l())j.トンか「J円以i年には＇.：＇ :J仰 のであり， 当時の1共,i1うたが一致して認識し始め























たすも♂）」 t，： 主眼とした。 J();7年6月l(i[l ιvノ論文
が単に地方工業と述べていたのに対し，ここでは，
町，農村， 山｜乏に工場を建設するというのが加わ

















































, -c ほミ！オi；業労iwJ~，1Jの汚え th~ll'i さ j iている｝中市川制i
 i一部のlnl志は，農業機械化と農), Lてし、る口、：7G）。地FJI土た；上Ji包は~村工'.fUヒを J小、日、るもので喝
i亡の改良工具活動とはほとんど無関係なものであW土的中小Lト＼｝；－！，［；どμ［；iε；.L三l：花［ドj配骨、を1!¥f;Hiした
）九業機械化を’i立現し，農業生産を［向上させる!1i業生産n1工業ε；＇.tr｛＇！勺／JiJT)'tをq,L、コさ「＇：－，
licl家が供給？る大足の各種農業機械に依存: ごf. t、ノ下1){t)jC'll;1i'l'[:;/( 大］一心と寸ーマこきだと行え、











1¥t,nに［!il家が行Jなう二とがわであり，rii労働 lfnJ 消•／lf則の ，：：，要税減とい「， {Z iこ若「lする
本稿の子一ペ： h 少ごとJL二v士、ことができたJ
L、る重要なf児；，＼であるc
中Jt:1 ド；Iよがうこ山車！？しい地 J-.i工j~ （＇）主主，i't 方［（ij ；二，











ft ：；ミ村jlj::(Eで農・ u~工場合おこ j 必要性もある
L，その i可能性もあと〉という発想は，農業機械化が
I Ji；ミ lir・ んの地道な改良かじ始めて可能だとし、う
必要な広ift!とi、l挺になるものである。





































懐疑論者の陣営が a歩ずつ1%8i!'I2月までは，；之さi土， I %7 If fi J J J ti!I論文1：てしりはじ主（って上旬， jり！
出れていったと%えられる。毛沢東は1958Sf. 9 J立：h工業と；士、大q，古1:ilJ:L':i'J1 I－＂，；，＇／けた＇ i＇心！：「ふ，
自Iの同志は工業方面で大規i現在にいたるも、i:i土大工；kc'>l1h'IJ'fil"] 1:' Lてrtrtζ，L ._ -, I＇；えjて、あ
カ通;it＋~r よr. 大衆運動を行うことを希望していない。' ，ずもフに fノソ。









































































































1958 100 100 I 100 
139目3 140 I 170 
I 225（予定）
（出所） , [¥ 1959年「［母民径済執行公認i.Jo












































第 17｝三 リ，＇ v~ Jl1 :!j "' 
if ;1: ｜〈 うj' I I 川紋
］什日：l' 午f' 、'/・ :i ペ， ！片仕ラ '.! 7Ji凶r'Jit・;
1＇.）口t 】 りIし，;1 tl'i¥ {iで・t 40けけが［
l'lti(J ' 1,r 'i・ ・1♂ I¥; 1; 1)1,'j 
（！｜！戸1r) : , , ,1，江JL;,(. I ,[ 11if( i花、 l'.：，「q‘：，.；.，
ゴ・， fi.%i.l l人jj! （’イ！：i店、淀川：；， !Ju: ", t,, Ii 
'j:,l(存1th・J、でλlヘ；＼・, I・ Ji ，ノ•：， ：：【司：~，，＇.：＇， ,I ：；三’1)'
(1i, :,7け ：，1.均，l:,.'J‘ r.＇：、1j守，＇.＼乙 Vtt、 iL ,jじ1山；じ
'1¥,LT. l凡i!l['.1JK 'r1i二1;/riとふイ y （む：r；土 1・tノト
j 仁 ji~ ＇ i'J 悟 I/ I .・.・ 1, J ・ JltJ:t・cふ.，： ＇二 I人l, ,・, I:, ：・ ノF
と内（）～什（）Ocilt大rド（；1¥に（ii下I.' 「！尽IJ，＼：；にら’ f¥
して1、J二f】 J〕ht ](I～ iλ九C；士！；
lと， f!,U ,1,1ti:；一，「，i 1'1：＇之，守 I, l'J：，ユ＇I・, :,.;"・ "' 
'¥'TH}, t l 1；こ. , '.: if,'! ＇－ふ〆〉付 il日1()01＼、｝
,l:,'J人l，；ζ、・.： cC ,'?ri, iづr:, 1%011、＞／o.Ii, 
j司：；＇.dl：τーでSc>i！＼：：心ふげ〕心、 I！／、殺了， ；.；，｝て、方＇， Iんこり
］りらメ tドtiJl ,JI! i走i' ：ノ19日l(fj、i＇いと〈；干ラ 人 i 亡 ~：n 
r' 1 l 戸~］，；＇.）＇. '( )1 '・ ！，山；，；' j '{l~ であ＇＇ t土(., ', 大好i';j' J!ij 
iiJWl :-. f3；、・「 ，，司人l己：f’：i'!I：うt
（三日：tJ L、：一？｝、 l}I、判仁米士，；tHL :{J F中心＂ L , ,"; 
主l[:r1?;, :-. :t,1f ；－，＇.：パ十；：，だと ）j/J'. ~J'iL.11'1(J '." ,J 
ゴノことど ！trヨ：!Lif‘ t~ '.J:1i'ilfUt i：ザ；／， ', トiT. ,) 
広村JIこなぜ＇ ：・，いたノ）でiτ ぺいJトど十H;til与jt心。




> I、戸円，レザヤ l ，ベ I I 
1（.こに (}) ＇） リ！ いと さ;iLて
:t:;I（き fよE毛f/rJをマJ J コι. il'C'.i~t品r:iW草－：「；乞パラjj／；どしと，
！旦主1＋産ltすJ二」＇，＂：と L、とt ~,t rGをR正：； /-l', i壬（ ; 
こ勺 w、！）］＇；で（； !) ~i＇すここに大さ l:;¥JI旬、ふむ〉ζtが；お！ti
去しり宇＇jf；こU民を.'-S~ る .t, 1J l二i土L、／〆んくた ζI0 さ
,・) h二、 EH，ゴ 十台将｛r｝，よると， リtE寸ぺ川川mdy 
の純IT,;1；こ l瓜宇＜）詰工：／！UJ・, fトj也ご｝Q':!Jごした民して
ヤる ιド夫？どもな以し、わけにはいかなレ，，；何｝。二の






λ tJ:i,if（；~ β ・んは， Jう；山上うな tのとな九なければ
/i:「3ん：L、o , ）主 tJ）；，＇；付工主化合仁十 I心とするi也:JJT一
(J,.,;i,:, t，法？と1-urおよび民業労働生産性の前
大企／Jlfれわがーハ出品化f:t:1/,lゾ）flt品川人大＇；／ J果） /~ も
れ， 1¥'i,11'1じ食；！［：び）,r ・J1i1・c ,t, 1lif）.＼：：効果をもたな
けれ；工なじf川、ω しかし， 1充実は！？附）年かじ農業
生Jヰ；士波 iJ,i~ し， 人民公社工主，りよ杭工業i土宍illL
f乙：l ご；／1:.t .'c ＼ぞかr ！？；主主j)'(JlJt'IJl効果がえ t'di
h；ケ〉たことに J》いては， ここでぬ討する余裕を
j，！：：たい＂ 役十i工；/dヒiう；1fj,',/, fヒjを；：，＼，（！）’Ti要軽減
＇.~）J 込を十分しこりμ 〉さぶかったはもん、 IJ iドラ i~i~む；現象
主文 It/,.l二J，＇λi二－ ) 1;, ・c 1むi,・lしよう。
「 JJ,J を；~fl ある L 、はその近fどにJ'l¥Q'.して寸，そ
こご働〈’）j!励行れい！し山＇iZJj}, tJ; ；，業労働j品私：ヵ、 （）
防fIE( ; ・ A , , l, かれの(i'j'/'dしt：土佐i'山化t:1分から支給
三わなけれけふん r_i:_i,、。 もし際ll!kJ克匁が1『lh!的に
/( 1 t( I、 二jLじiむI｛に建；i立される_c:1g，士、 一般に
きj，：わ亡；j働集約的であるから， 大占I＼汁j（こ大中力i





人l ＼＇： 公 fl ＿！：う（~u〕後，i!_l:1 おむノi、主立：ェにに立三し
Iこう；月比1:iL 左.j'[:-f；論文は「農業人仁iからどれどけ
仁Y：労働力を1th1 ＼できる7）、Lt, 仁業山農業労働力





＇｝＇，＂要｛問J{,:-］｛日μド山水4H，たはそれFLIJ－二対iJ:i Lて:.J(')IJ日［だht、：：.J,: t,i>'.,'Wなこ土 f." 1；・：耐＇fr
'dliに普；回的にみらjもた公社］二i山首t万たのはラI. J., L‘ 1 %0 'F l 'I’1リh・.; t fミ｛［人lt公n! 'tvifi{: 
:1t~i定労働；JjlJにあ p た上うど。｝＼ 七日［士山、In令’＇i;i1・}JIJl/J :1 _;i'¥.', i二上でだ思し、
r;え人れる3 ご，~： n)J;T~Iはなんであん 3 か。こjt，ヒ与； 5;"fiけが7t;1の［,1;]＇，と J;・ ｛品目で点、.：；， n 
てつのこ Eがあげじれる。｝；＜！王！として、- -, I'  －む＇・ト )i j唱えト ¥'li' r,-J芭－J；ご！］川。：ド「、［＇！う jん￥人、／〉
!d(i~tlJ 'f, 1也）jJ企業品ー農業生！出1十工業，1) 乞くの常ifl＜＇司 1七万！五；JJt：止 l!i ・I、Iノ
;}Jr.物JJIJTーを志rt,1し々が （， A 般返し業へと DJ：大主(:')'ijf,/J ti；：代え‘に；］ ＇；乙く♂） ）＿；ミH・');・{'I時々 を、 n:;11,
1.1／ここど。とi,li.; ( L、；：， l汁w！）トヮ~；； l線l'.1"，：入Lf,f;/1/: I 







人i( 会 i'J L J; こ，＿ f),;1 il t乙＂，・， Iサj1'_, ，＇）、f仁上.－Ji:.' 
｜汚r'i/,1ヒ食；＇／，＇1が；；！Hr雫ヴ；f,iJ <•,, i烹ほ：iJIJ;([,q;t‘ 
~l 1:Z）＇二 J 八、てltil(,t必す心までもなし、と思うが，台、Ji,i);~ :(i L、！lけ，＼か y f：二土（て仁ア、 1：いえ t
本円担当主生j守二UJ・t¥i'i1f，おreI ;J-に上る六日正作業を他の機
それを参照されたいっ〉ぐし、ど〉び）てー υiパ＇1),~，（二＼：l ＇.日）不 ljl)午の！？百品化食・：'1＼の’UJ,'.'Ji¥SC¥災ぎわ
じれたじ沢東； n I・ • I 1 令ニコ ごこでit, ( 11 川原ド；i を j，：；~，dしてみよう。' L ' J、 F了、，－ー＼いre＇，、／）＇，ユ，OU:
第 1にil1て業の産業連,1・，先：こi主－： jL/J 、ω日一川hp i
 
ペ， ，『 F P 早
ハ ！） る I＇ι ，－〆ρ ‘リ 'lli:.C 「i リ） J,i 二 J,:t ＜，~主 1i1~
！日i-~'}] 1i~ 7; .ι帰行、こと，第三に l'.{,8{[0）起動が基本建;r , .Hトら］＇.I日［ド hIJ t ・とゾ）1／（ィ↑f;i,->I山；iトン UL:＜·•，ノ














































これを農業生'.;1路支のようになる。・W<JiJl I ると，’ti徐にはむよ E'i1-< ,j ，・，始／， ＇勺ii 二心＇） ノよ三JI , , 
Jミ中山第 I次需要，第
'.! i欠・ tir:1次w1；車産業のように分けることができ
p(i二一仁 1・,L ごうIぢtj ／~）どー主－ I i、
1,;) 〉たL司 l,;J!11J J IJ• c, I~バ；二芯忌： f ℃ Lり 11\::/ ¥ 
;il年＇.； 1 /, i 「，：1 ）］；ご／J•it ての第九コ：郊外［
れてL、／.：， 0 1 ＼）訓年［（）)lの第 I次郊外｜
われわれが，い土 kで農業生産財］業と 1、Fん/'  h つ
、
t、




















:i:nt.く産業鮮の原・材料，供Ji工業？戸 J」 ） ＼ ，/JったJ(,JI J-た｜
過不J止TJ1:rJ辺i工、 J~ ：＇＼次 Lりそれとは、奈はは｜』；JA であ，〉ても，L ーラ需要と供t右と，＇.1WJ1;q係によ
七t2~的に；ょ 5-U仁っているこどに注立しなければな
29 












ゑl ~. ,~f,~ .j,:;1,Jc一利1］工具工J:t山！京・！Vfl効
利 阪・材料工場制燃料工業
JI; I 「；哨樹ト一一－ ex，発電円斤1機 (i叱i業
















「 (1958年3) J 22¥ I ) 
封12;1:r ti・＿U1UJJ 
｜世l1'L ¥Iニ1:R['i)l,l (1958年2fil61Jl 































~'; v '.~I: ｛ 鉄鋼業

























そのY;えが典型的にあらわれた発言が，治、ある。山）て＼~~ :, 、求ch1・,1いう：L、二どがあ，：：：， 0 
u川，q,_8 J天津訪問のさいにh:3れたものである尽を／/1;1γ；＼i与［＂｛，it11fJ,Ji生で／(J',
1也）Jは1ELi1：した工業体系を建設するよう( ,I 92、。1・1で白己のr:¥J題をfi¥Wと寸る ｝j法であ〆：'.iI, 7 Jl三（iI 










いう ifl引かHHさかんであ J ～との；t、E日比1.i:l 'l七
乙， 1・,l'.1日Jiトiこカミl「亡さふる。 1~i:;s i' 1 J1ぷ玄てに
't, ・，、j) ：少 ζ）“士i主工作機減竹が I()(IO)j f,生産占




ll/こど L、）， ）れる （， '.il) O 
’ト治i炉；：上 ）j\ili:i);~f i, lh］じ i；う／.（背；；：：企）！i＞’o
農村工業では？往年雇用労働：ti］が支配的ニグ）／こi、，；／（刊告同建ril'.用ゾ7第三次iY！述jif!組1r;i(t'J i’i J-, 
！長十LL業｛じがむつ雨i,/1化食撞｛／，；咲の軽減とふり、J也 Jn~JJtlr1,;t 巳： l i¥tvl 工lt！己 J一六 i,j) 1-・ '.": ' 』 ' ,,_,. l) ,・ 十一 、 " E句
農業生産のは効取はj立！転現象をおこし／Co 他方，土；，｝’！：1(1・.1'1i＞：え；ソ；。ili& t:, l （.のどの 3 つある
これらの新しし、労1頃rfiφ を主主う尚，'iHじ！辛が｝与しく宅第九 i欠間j生産業ふ々 tr-i!tlr下jに成、，1.L i「↓＇,At／こしつ；よ‘
f主防の供給木 :i$を維持することふできなくな J j 鉄鋼のぬ：~ii, l'Jj主席、主，ト') ）ふふときである





／：主要な？長田内 A つである。ノ；~ :i ；欠1i;1i皇陛たをtl色irif!(Jに増大させζ》し係i1Mfu；上、
新しいtl¥J題が：挺！liされこの枯；命かんただ九iこ，；；〈ゾ、上.） : -~ ，、.＇てぞれをq,11ゾJj，一七与にとらして，
ょう.n付工業化が第 2次需要関連産業にとどま
ふ場｛L またたとえそれが一般長工業に拡大され




i並恥；l}lしふいような労働j取れ立を白IL没したJ｛｝合は，ド）raji}j, 1fi i: , ｝主
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稀A な々議論が／！＼てし、おっ川Lい行え ！，：ti＼すご J：：こヒヶーし' - ' ,.,, -:・ I「’，rし..’
民ぷ占総［＼，；と干iJliJ.教托（／）二台え）jι二（＇ft, ] lJ:i'ij点、主；i)'.:'.• 1f:i主でわず Pた山fニ仁Jl＇.日刊 行、／）
わAI. !1 :1#} ／こ結論治.（，検；;-tしておきょていっ
t/,'J,'j浴L<I.：，》L、ごlElfJ 上ける Iお幻土，
その発生史J；、λな＜＇.，芯‘ F: 'if iとに， /Ji' ;1i1z:{i，土‘
近J民： i'人そ，！）Yi］；，，止の )if}；、力＼;J' 1放頭微！と古来連；誌である
1i;;1t+JHLlて業が人）（；：：，＇~iモブ~HJ en；沼l？~：であゐ,1i ／！叫lj体系を軸にして行九：.／；4したこ L、;%~ 1：二、
fl:if%¥i:.-. ＇.、かなと｝役； 1;jを：果たした／， • I~ 1，、う HL1¥I：‘.t;HJ ：二工主をお白え｛、tu ；~ hlL1ミどん，：I/ ＇.！：こは，
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13) 小企業が北仲r(1(J• t＇制下jに不i高＇1:/; Y~HW 
E で事j：たき ~l 7て三と＇：：：，
(41 1t小企業建l；止のt：めの段資訂版／；川 中央政
府enf~ 下宅；ηぞれど続行 L fてこ！て！をいろ仁 ，｝） ~:c 寺、
., 
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石川教照；工、 小企業方、｛「理由せであ＜， /J' ,ii！、を？
スト},t準で判断されてL、ること， 草花が，Ji：：「.:r~ ： 三
jlJ；大さ；／Lた三 1こそコストを一卜｝｛ふさせ／J¥i:l正J与をおI'
イヒ3ぜたと考え I＼れている三どが－Hi1史的ぎ，（，， ):, , 
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Ltてがって、小規模企業全体に対しても、 教陪
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われわれの均fti士，民業生産財工業であるか＼＇ I)'











' Jたt」i可iーを採用寸・；：，わlt‘ 中岡山＇＇ 'il寺山段附日t に波及したc したが.，て， 大躍進政策が、伝統的
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プス卜来準が （＇，理性別JI析につかわれてι勺？尽力、ι J命令休が， 作品而に立のような破壊と建設をもた
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¥ t千二店、1,t;°tfiji. it汚え f仁いい 殿前T'1：しと？：






J卜＿，r則て業 1二iて-'ij傾したのはこのためでふら ' スJ戸F • 1）ン it !'I Lよのf：会主義建設の経験か G,
H安Ai一「.;fカ為商［日＇， fヒ食行1＼円市：要士怜人ゐfバカ果を I,• ）υ7に T.＇業 ti~·~ 当5 と山問係を次のように述ベている
/.] L、iを再；tラ h叶i
l；：建｝！支きjlil i! 而耳f!(王i，走効耳Lをす｝っとがJI析し ！：.＇ゥ、 「l；支の発展テンポと，者1sniと農村の結合の新





われわれ ））実践上の；口、見の相違の， ;ti)C'i :J、る糸が，
ここに集中されているところにある。
































































































350頁 ￥ 400 
中彊甘庶務 業 の 巌 開
良t 国 何一治

























以下JL、？っレ序治［＞ I! j薬U!，＇，古車重 ζitJ.i'!：作山地h主的侠！！自
/i:I庶の早期的存夜を伝える諸文献／南北朝中期から
Pf代仁L、たる Il'T君、作／未完河f（；における ti主rトの1:'8，活
生渡的民間／明代の甘茂作t>t煎栽訟の技術的展開／イ
『桝霜部』に見ムれる北宋米か c',j弱京の il烹北培法／
『ぷ桑似要Jiι見ιれと，ラciにの1三店：：主主弘法／明代の甘煎
栽培法じ〉↑j'J,lt械製造の技術的長閉じ〉甘煎糖分の利用杉
校と変必とそのお称し）変イl/J;l弘’技術の史的発展I＞台
湾における｜日式糖業の発展／甘熊の台湾伝播／明末治
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